
（別紙１）「西表島エコツーリズム推進全体構想に従い特定自然観光資源を指定する件（案）」に関する意見募集（パブリックコメント）の実施結果について

No. 取りまとめ、整理後のご意見 見解、対応方針等

1

・近年の観光客の増加およびそれらの観光客の入林に伴い自然環境が悪化していることは明ら
かである。そのため、観光利用する地区と保護する地区を明確にしたゾーニングを行い、持続
可能な利用を推進していくことが必要である。そのため、特定自然観光資源としての区域を設
定し、その地域の入域制限をすることについて賛成する。
・次の案件とも関係するが、現在指定している範囲はごく一部に限られている。また、指定区
域外の入域については制限が弱く、今後それらの地域への入域者数が増加する懸念がある。

西表島エコツーリズム推進全体構想においては、フィールドの利用実態の把握も含めたモニタ
リングの実施、モニタリング結果の評価及び自然観光資源の指定等も含めた評価結果の反映を
行うこととしているところです。
ご指摘のあった特定自然観光資源以外の自然観光資源に対する入域者数の増加に対しても、全
体構想の適切な運用を通じて対応してまいります。

2
・オーバーツーリズム、地球温暖化防止の観点から、指定地域は西表島全域にすべきである。
狭い特定地域に多額の税金をつぎ込み入島数が減らない可能性が大きく税金の無駄遣いが明ら
かだと考えます。

特定自然観光資源の指定は、エコツーリズム推進法第８条第１項において、「認定全体構想に
従い」市町村長が行うこととされています。現在の西表島エコツーリズム推進全体構想におい
て位置付けられている特定自然観光資源は、原案に記載の区域のみであることから、原案のと
おりとさせていただきます。
いただいたご意見は、今後の施策の参考とさせていただきます。


